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　最
近
、
親
し
い
人
と
の
何
気
な
い
会

話
の
中
で
、
魚
に
は
痛
点
が
な
い
と
い

う
こ
と
が
話
題
に
な
っ
た
。
私
に
と
っ

て
は
文
字
通
り
「
目
か
ら
鱗
」
の
驚
き

で
あ
っ
た
の
だ
が
、
と
い
う
の
は
魚
が

釣
り
上
げ
ら
れ
る
時
に
針
の
刺
さ
っ
た

顎
に
全
体
重
が
か
か
る
姿
を
想
像
し
て

し
ま
い
魚
釣
り
を
控
え
て
き
た
か
ら

だ
。
魚
も
人
間
同
様
そ
の
痛
み
に
耐
え

て
い
る
な
ら
ば
、
な
ん
て
残
酷
な
仕
業

か
と
思
い
込
ん
で
い
た
た
め
だ
が
、
は

た
し
て
そ
の
魚
に
痛
点
が
な
い
と
し
た

ら
、
話
は
別
で
あ
る
。

　「痛
み
の
無
い
世
界
」
は
総
じ
て
良

い
こ
と
の
方
が
多
か
ろ
う
。
実
際
、
痛

み
を
和
ら
げ
る
た
め
に
痛
み
止
め
を
飲

む
人
は
多
く
、
薬
剤
メ
ー
カ
ー
も
よ
り

効
果
の
優
れ
た
鎮
痛
薬
の
開
発
を
競
っ

て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
人
は
痛
み
を

経
験
す
る
こ
と
で
、
時
に
は
反
省
し
、

悔
い
改
め
よ
う
と
す
る
も
の
だ
。「
失

敗
は
成
功
の
母
」と
い
う
所
以
で
あ
る
。

失
敗
か
ら
多
く
を
学
び
、
そ
の
痛
み
を

繰
り
返
さ
な
い
た
め
に
精
進
す
る
か
ら

で
あ
り
、
痛
け
れ
ば
痛
い
ほ
ど
そ
の
効

果
は
大
き
い
。
そ
う
考
え
る
と
痛
み
も

時
に
は
、
人
生
を
見
つ
め
直
す
機
会
と

し
て
必
要
悪
の
一
面
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
、
と
も―

。

　私
は
40
代
に
痛
風
を
発
症
し
、
そ
れ

ま
で
の
不
健
全
な
食
生
活
を
改
め
た
。

結
局
は
薬
に
頼
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、

そ
の
指
標
と
な
る
尿
酸
値
に
は
で
き
る

だ
け
ア
ン
テ
ナ
を
張
っ
た
生
活
を
し
て

い
る
（
つ
も
り
だ
）。
と
こ
ろ
が
最
近

に
な
っ
て
帯
状
疱
疹
を
患
っ
た
。
主
な

原
因
は
加
齢
と
の
医
者
の
診
断
で
、
こ

れ
は
諦
め
も
つ
く
が
、
加
え
て
「
ス
ト

レ
ス
と
疲
れ
」
と
言
わ
れ
る
と
、
何
と

も
微
妙
。
対
症
療
法
と
ば
か
り
に
「
ケ

・
セ
ラ
・
セ
ラ
（
ど
う
に
か
、
な
る
）」

と
ス
ト
レ
ス
度
合
い
を
軽
減
す
る
よ
う

な
こ
と
を
し
た
ら
、
今
の
職
責
を
全
う

で
き
る
で
あ
ろ
う
か
、
と
複
雑
な
気
持

ち
に…

。

　と
こ
ろ
で
気
に
な
る
こ
と
に
、
最
近

の
研
究
で
は
「
魚
に
も
痛
点
が
あ
る
」

と
の
報
告
が
あ
る
。
ま
だ
未
確
定
で
諸

説
あ
る
と
の
こ
と
だ
が
、
叶
わ
ず
と
も

い
っ
そ
魚
に
直
接
訊
い
て
み
た
い
衝
動

に
駆
ら
れ
る
こ
の
頃
で
あ
る
。

山
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善
也
（
綾
部
市
長
）
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点
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塩
見
麻
理
子
（
里
町
）

　平
成
14
年
９
月
か
ら
５
期
20
年
、
市

議
会
議
員
を
務
め
、
副
議
長
や
予
算
決

算
委
員
会
、
産
業
厚
生
環
境
委
員
会
の

委
員
長
を
歴
任
。
議
会
の
円
滑
な
運
営

に
尽
力
し
、
住
民
の
代
弁
者
と
し
て
地

方
自
治
の
進
展
に
寄
与
さ
れ
た
。

搗
頭
久
美
子
（
大
島
町
）

　平
成
10
年
１
月
か
ら
７
期
24
年
に
わ

た
り
市
議
会
議
員
を
務
め
、
産
業
建
設

委
員
会
、
産
業
厚
生
環
境
委
員
会
、
防

災
対
策
特
別
委
員
会
の
各
委
員
長
を
歴

任
。
議
会
の
円
滑
な
運
営
に
尽
力
し
、

住
民
の
代
弁
者
と
し
て
地
方
自
治
の
進

展
に
寄
与
さ
れ
た
。

福
山
保
孝
（
井
倉
町
）

　平
成
16
年
か
ら
10
年
に
わ
た
り
綾
部

市
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
と
し
て
社
会

福
祉
に
尽
力
。
ま
た
、
平
成
21
年
４
月

か
ら
市
人
権
教
育
推
進
連
絡
協
議
会
の

会
長
と
し
て
、
人
権
教
育
の
推
進
に
取

り
組
む
。
さ
ら
に
、
あ
や
べ
里
山
サ
イ

ク
リ
ン
グ
や
タ
ン
デ
ム
を
楽
し
む
会
を

主
催
し
、障
害
者
施
策
や
観
光・ス
ポ
ー

ツ
振
興
に
よ
る
交
流
人
口
の
拡
大
に
貢

献
さ
れ
た
。

森
義
美
（
十
倉
名
畑
町
）

　平
成
14
年
９
月
か
ら
５
期
20
年
、
市

議
会
議
員
を
務
め
、
副
議
長
や
産
業
厚

生
環
境
委
員
会
、
総
合
計
画
等
審
査
特

別
委
員
会
の
委
員
長
を
歴
任
。
議
会
の

円
滑
な
運
営
に
尽
力
し
、
住
民
の
代
弁

者
と
し
て
地
方
自
治
の
進
展
に
寄
与
さ

れ
た
。

（
故
）
吉
﨑
久
（
岡
町
）

　平
成
14
年
９
月
か
ら
５
期
20
年
、
市

議
会
議
員
を
務
め
、
総
務
教
育
建
設
委

被表彰者の皆さん
山崎市長から辞令を受け取る農業委員

代表して謝辞を述べる森さん

功
労
者

篤
志
者

分
野
別
功
績
者

　
市
は
８
月
１
日
、
功
労
者
等
表
彰
式
を
開
催
。
功
労
者
５
人
、
篤
志

者
３
人
・
４
団
体
、
分
野
別
功
績
者
16
人
・
３
団
体
を
表
彰
し
ま
し
た
。

被
表
彰
者
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
（
敬
称
略
、
順
不
同
）。

市
功
労
者
等
を
表
彰

員
会
や
由
良
川
内
水
対
策
特
別
委
員

会
、
防
災
対
策
特
別
委
員
会
の
委
員
長

を
歴
任
。
議
会
の
円
滑
な
運
営
に
尽
力

し
、
住
民
の
代
弁
者
と
し
て
地
方
自
治

の
進
展
に
寄
与
さ
れ
た
。

吉
川
隆
（
広
島
市
）▽
四
方
祥
樹
（
東

京
都
）▽
出
口
紅
（
亀
岡
市
）▽
Ａ
Ｚ―

Ｃ
Ｏ
Ｍ
丸
和
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
（
埼

玉
県
）▽
片
山
化
学
工
業
研
究
所
（
大

阪
市
）▽
ケ
ー
ケ
ー
シ
ー
情
報
シ
ス
テ

ム
（
京
都
市
）▽
富
士
商
（
大
阪
市
）

井
上
歩
乃
花
（
五
津
合
町
）▽
上
原
心

（
上
延
町
）▽
大
槻
優
（
小
貝
町
）▽
小

田
朔
至
（
与
謝
野
町
）▽
片
岡
明
（
大

島
町
）▽
鹿
子
木
旦
夫
（
田
野
町
）▽
小

林
修
（
味
方
町
）▽
逆
瀨
川
琉
聖
（
上

野
町
）▽
塩
見
百
代
（
小
畑
町
）▽
四
方

優（
西
原
町
）▽
田
中
丈
夫（
神
宮
寺
町
）

▽
田
村
哉
人
（
井
倉
町
）▽
福
井
ヒ
デ

子
（
位
田
町
）▽
前
田
花
穂
（
広
小
路

一
丁
目
）▽
山
内
月
然
（
渕
垣
町
）▽
山

本
勉
（
物
部
町
）▽
綾
部
市
少
年
少
女

消
防
ク
ラ
ブ
（
味
方
町
）▽
綾
部
ス
イ

ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
リ
レ
ー
チ
ー
ム
（
青

野
町
）▽
オ
ム
ロ
ン
綾
部
事
業
所
（
中

山
町
）

第
25
期
農
業
委
員
会
の
各
委
員
が
決
定
。
市
は
７
月
18
日
に
農
業

委
員
辞
令
交
付
式
、
同
委
員
会
は
21
日
に
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委

員
辞
令
交
付
式
を
行
い
ま
し
た
。

農
業
委
員
・
推
進
委
員
決
ま
る

任
期
は
３
年
間

　農
業
委
員
会
は
７
月
21
日
、
総
会
を

開
催
し
、
互
選
に
よ
り
会
長
を
三
和
喜

治
さ
ん
、
同
職
務
代
理
者
を
鎌
部
勉
武

さ
ん
に
決
定
。
そ
の
後
、
会
長
か
ら
農

地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
（
以
下
、
推

進
委
員
）に
委
嘱
状
を
交
付
し
ま
し
た
。

両
委
員
の
任
期
は
、
７
月
20
日
か
ら
令

和
８
年
７
月
19
日
ま
で
の
３
年
間
。
委

員
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
（
敬
称
略
、
順

不
同
）。

【
農
業
委
員
】
⻆
山
敏
男
（
睦
寄
町
）▽

鎌
部
勉
武
（
五
津
合
町
）▽
福
井
省
平

（
睦
合
町
）▽
髙
橋
大
治
郎
（
忠
町
）▽

白
波
瀨
一
幸
（
鷹
栖
町
）▽
柏
原
明
宏

（
上
杉
町
）▽
神
田
一
之
（
七
百
石
町
）

▽
三
和
喜
治
（
上
八
田
町
）▽
山
﨑
喜

三
郎
（
多
田
町
）▽
四
方
諭
（
味
方
町
）

▽
林
多
嘉
子
（
月
見
町
）▽
雨
林
利
治

（
高
津
町
）▽
大
志
万
忠
幸
（
大
島
町
）

▽
髙
橋
加
絵
（
高
津
町
）▽
居
相
雅
代

（
小
貝
町
）▽
大
槻
耕
治
（
舘
町
）▽
福

井
泰
子
（
位
田
町
）▽
大
槻
祐
紀
（
西

坂
町
）▽
坂
根
正
司
（
金
河
内
町
）【
推

進
委
員
】
仲
久
保
弘
志
（
故
屋
岡
町
）

▽
今
井
直
幸
（
八
津
合
町
）▽
古
和
田

満
（
五
津
合
町
）▽
齋
井
隆
司
（
十
倉

向
町
）▽
谷
垣
正
義
（
上
原
町
）▽
西
野

栄
二
（
梅
迫
町
）▽
四
方
敏
晴
（
渕
垣

町
）▽
四
方
範
敏
（
高
倉
町
）▽
上
柿
直

一
（
井
倉
町
）▽
西
村
虎
三
（
岡
町
）▽

大
嶋
康
治
（
豊
里
町
）▽
大
槻
智
（
大

畠
町
）▽
永
井
久
男
（
栗
町
）▽

　桐
好

郎
（
物
部
町
）▽
村
上
秀
則
（
白
道
路

町
）▽
井
上
吉
夫
（
志
賀
郷
町
）▽
白
波

瀬
一
雄
（
別
所
町
）
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か
ら
市
人
権
教
育
推
進
連
絡
協
議
会
の

会
長
と
し
て
、
人
権
教
育
の
推
進
に
取

り
組
む
。
さ
ら
に
、
あ
や
べ
里
山
サ
イ

ク
リ
ン
グ
や
タ
ン
デ
ム
を
楽
し
む
会
を

主
催
し
、障
害
者
施
策
や
観
光・ス
ポ
ー

ツ
振
興
に
よ
る
交
流
人
口
の
拡
大
に
貢

献
さ
れ
た
。

森
義
美
（
十
倉
名
畑
町
）

　平
成
14
年
９
月
か
ら
５
期
20
年
、
市

議
会
議
員
を
務
め
、
副
議
長
や
産
業
厚

生
環
境
委
員
会
、
総
合
計
画
等
審
査
特

別
委
員
会
の
委
員
長
を
歴
任
。
議
会
の

円
滑
な
運
営
に
尽
力
し
、
住
民
の
代
弁

者
と
し
て
地
方
自
治
の
進
展
に
寄
与
さ

れ
た
。

（
故
）
吉
﨑
久
（
岡
町
）

　平
成
14
年
９
月
か
ら
５
期
20
年
、
市

議
会
議
員
を
務
め
、
総
務
教
育
建
設
委

被表彰者の皆さん
山崎市長から辞令を受け取る農業委員

代表して謝辞を述べる森さん

功
労
者

篤
志
者

分
野
別
功
績
者

　
市
は
８
月
１
日
、
功
労
者
等
表
彰
式
を
開
催
。
功
労
者
５
人
、
篤
志

者
３
人
・
４
団
体
、
分
野
別
功
績
者
16
人
・
３
団
体
を
表
彰
し
ま
し
た
。

被
表
彰
者
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
（
敬
称
略
、
順
不
同
）。

市
功
労
者
等
を
表
彰

員
会
や
由
良
川
内
水
対
策
特
別
委
員

会
、
防
災
対
策
特
別
委
員
会
の
委
員
長

を
歴
任
。
議
会
の
円
滑
な
運
営
に
尽
力

し
、
住
民
の
代
弁
者
と
し
て
地
方
自
治

の
進
展
に
寄
与
さ
れ
た
。

吉
川
隆
（
広
島
市
）▽
四
方
祥
樹
（
東

京
都
）▽
出
口
紅
（
亀
岡
市
）▽
Ａ
Ｚ―

Ｃ
Ｏ
Ｍ
丸
和
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
（
埼

玉
県
）▽
片
山
化
学
工
業
研
究
所
（
大

阪
市
）▽
ケ
ー
ケ
ー
シ
ー
情
報
シ
ス
テ

ム
（
京
都
市
）▽
富
士
商
（
大
阪
市
）

井
上
歩
乃
花
（
五
津
合
町
）▽
上
原
心

（
上
延
町
）▽
大
槻
優
（
小
貝
町
）▽
小

田
朔
至
（
与
謝
野
町
）▽
片
岡
明
（
大

島
町
）▽
鹿
子
木
旦
夫
（
田
野
町
）▽
小

林
修
（
味
方
町
）▽
逆
瀨
川
琉
聖
（
上

野
町
）▽
塩
見
百
代
（
小
畑
町
）▽
四
方

優（
西
原
町
）▽
田
中
丈
夫（
神
宮
寺
町
）

▽
田
村
哉
人
（
井
倉
町
）▽
福
井
ヒ
デ

子
（
位
田
町
）▽
前
田
花
穂
（
広
小
路

一
丁
目
）▽
山
内
月
然
（
渕
垣
町
）▽
山

本
勉
（
物
部
町
）▽
綾
部
市
少
年
少
女

消
防
ク
ラ
ブ
（
味
方
町
）▽
綾
部
ス
イ

ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
リ
レ
ー
チ
ー
ム
（
青

野
町
）▽
オ
ム
ロ
ン
綾
部
事
業
所
（
中

山
町
）

第
25
期
農
業
委
員
会
の
各
委
員
が
決
定
。
市
は
７
月
18
日
に
農
業

委
員
辞
令
交
付
式
、
同
委
員
会
は
21
日
に
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委

員
辞
令
交
付
式
を
行
い
ま
し
た
。

農
業
委
員
・
推
進
委
員
決
ま
る

任
期
は
３
年
間

　農
業
委
員
会
は
７
月
21
日
、
総
会
を

開
催
し
、
互
選
に
よ
り
会
長
を
三
和
喜

治
さ
ん
、
同
職
務
代
理
者
を
鎌
部
勉
武

さ
ん
に
決
定
。
そ
の
後
、
会
長
か
ら
農

地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
（
以
下
、
推

進
委
員
）に
委
嘱
状
を
交
付
し
ま
し
た
。

両
委
員
の
任
期
は
、
７
月
20
日
か
ら
令

和
８
年
７
月
19
日
ま
で
の
３
年
間
。
委

員
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
（
敬
称
略
、
順

不
同
）。

【
農
業
委
員
】
⻆
山
敏
男
（
睦
寄
町
）▽

鎌
部
勉
武
（
五
津
合
町
）▽
福
井
省
平

（
睦
合
町
）▽
髙
橋
大
治
郎
（
忠
町
）▽

白
波
瀨
一
幸
（
鷹
栖
町
）▽
柏
原
明
宏

（
上
杉
町
）▽
神
田
一
之
（
七
百
石
町
）

▽
三
和
喜
治
（
上
八
田
町
）▽
山
﨑
喜

三
郎
（
多
田
町
）▽
四
方
諭
（
味
方
町
）

▽
林
多
嘉
子
（
月
見
町
）▽
雨
林
利
治

（
高
津
町
）▽
大
志
万
忠
幸
（
大
島
町
）

▽
髙
橋
加
絵
（
高
津
町
）▽
居
相
雅
代

（
小
貝
町
）▽
大
槻
耕
治
（
舘
町
）▽
福

井
泰
子
（
位
田
町
）▽
大
槻
祐
紀
（
西

坂
町
）▽
坂
根
正
司
（
金
河
内
町
）【
推

進
委
員
】
仲
久
保
弘
志
（
故
屋
岡
町
）

▽
今
井
直
幸
（
八
津
合
町
）▽
古
和
田

満
（
五
津
合
町
）▽
齋
井
隆
司
（
十
倉

向
町
）▽
谷
垣
正
義
（
上
原
町
）▽
西
野

栄
二
（
梅
迫
町
）▽
四
方
敏
晴
（
渕
垣

町
）▽
四
方
範
敏
（
高
倉
町
）▽
上
柿
直

一
（
井
倉
町
）▽
西
村
虎
三
（
岡
町
）▽

大
嶋
康
治
（
豊
里
町
）▽
大
槻
智
（
大

畠
町
）▽
永
井
久
男
（
栗
町
）▽

　桐
好

郎
（
物
部
町
）▽
村
上
秀
則
（
白
道
路

町
）▽
井
上
吉
夫
（
志
賀
郷
町
）▽
白
波

瀬
一
雄
（
別
所
町
）
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誰ひとり取り残されない社会へ
手話コミ条例５周年

拡大版！

　７月16日、西町三丁目のあやべ・日東精工アリーナ
（市民センター）で、市手話言語の確立及び多様なコミュ
ニケーション手段の促進に関する条例の施行５周年記念
事業が行われました。
　「４Hearts」代表の那須かおりさんが「越境するコミュ
ニケーションの可能性～地域連携で社会を変える～」を
テーマに講演。「私は、生まれつき耳が聞こえない。困っ
ている人の存在が認識されない現状に気付き、聴覚障害
者が抱える問題解決のために団体を設立した」などと話
しました。
　講演後のパネルディスカッションでは、条例施行の成
果や今後取り組みたいことなど意見が交わされました。

綾部の夏の風物詩に４万人
が来場
　７月22日、綾部の夏の一大イベント「あ
やべ水無月まつり」（同実行委員会主催）が、
コロナ前の通常形態に戻して開催されまし
た。
　あやべ・日東精工アリーナ駐車場（市民
センター、西町三丁目）で行われた「あや
べ良さ来い」では、ダンスや太鼓、よさこ
いなどが披露され会場は大盛況。また、来
場者４万人が夜空を彩る4,000発の花火を
楽しみました。打ち上げ会場からは「今年
はすごい。綺麗！」と感嘆の声が上がり「ま
だ終わらないで」と花火の終了を惜しむ声
も聞かれました。　

中筋納涼祭が４年ぶりに開催

志賀郷ビアガーデン３日間にぎわう
　志賀郷地区の住民有志が主催する志賀郷ビアガー
デンが７月14～16日の３日間、同町の志賀郷公民
館周辺で開催。地域内外から多くの人が訪れ、キッ
チンカーやジビエ料理などのグルメを味わいながら
冷たい飲み物で乾杯し、夏のひとときを楽しみまし
た。屋内ステージでは、落語やフラメンコ、バンド
演奏などの多彩な催しが展開。満員の客席からは大
きな拍子が起こり、会場は一体感に包まれました。

　中筋地区自治会連合会と中筋公民館は７月16
日、中筋小学校で中筋ふれあい納涼祭を開催。
快晴の中、同地区の住民や出身者など4,000人が
来場し、綾部高校ダンス部や綾部中学校吹奏楽
部などの発表や、露店を楽しみました。事業を
担当した中筋公民館の大槻富美雄館長は「コロ
ナで寂しい思いをしてきたが、コロナ前のにぎ
わいや地域のつながりを復活させたかった」と
大盛況に笑顔でした。
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⑯
多
様
性
を
認
め
合
う
社
会
に

８
月
は
人
権
強
調
月
間

　京
都
人
権
啓
発
推
進
会
議
は
毎
年
８

月
を
「
人
権
強
調
月
間
」
と
定
め
、
あ

ら
ゆ
る
差
別
や
人
権
問
題
を
な
く
す
た

め
、
さ
ま
ざ
ま
な
啓
発
事
業
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　月
間
に
合
わ
せ
、
市
と
関
係
団
体
は

８
月
４
日
、
街
頭
啓
発
を
実
施
＝
写
真

下
。「
み
ん
な
で
創
る
人
権
の
ま
ち
・

綾
部
」
を
目
指
し
、
市
民
一
人
ひ
と
り

が
人
権
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
と
し
ま

し
た
。

多
様
性
を
尊
重
す
る

　多
様
性（
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
）と
は
、

集
団
の
中
で
年
齢
や
性
別
、
人
種
、
経

験
、
障
害
の
有
無
、
性
的
指
向
、
性
自

認
な
ど
が
異
な
る
さ
ま
ざ
ま
な
人
た
ち

が
共
に
存
在
す
る
こ
と
。
そ
の
個
性
を

互
い
に
認
め
合
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

　「普
通
は
○
○
だ
」「
男
（
女
）
は
こ

う
あ
る
べ
き
だ
」
と
い
う
決
め
付
け
や

押
し
付
け
を
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。「
自

分
と
違
う
」か
ら
と
い
っ
て
排
除
せ
ず
、

個
々
の
個
性
に
目
を
向
け
、
す
べ
て
の

人
が
心
豊
か
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
目
指

し
ま
し
ょ
う
。

シ
リ
ー
ズ
　人
権
を
考
え
る
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つながろう

手話
で

協力：京都府聴覚障害者協会綾部支部

すべての人が輝い
て生きられる世界
を目指す啓発ポス
ター

　
外
来
生
物
法
の
改
正
に
伴
い
、
通
称

「
ミ
ド
リ
ガ
メ
」
と
呼
ば
れ
る
ア
カ
ミ

ミ
ガ
メ
と
ア
メ
リ
カ
ザ
リ
ガ
ニ
が
、
６

月
１
日
か
ら
「
条
件
付
特
定
外
来
生
物
」

に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。（
記
事
Ｉ
Ｄ
３

４
９
７
）

条
件
付
特
定
外
来
生
物
っ
て
何
？

　外
来
生
物
と
は
、
本
来
生
息
し
て
い

な
か
っ
た
場
所
に
、
人
間
の
活
動
に

よ
っ
て
他
の
地
域
か
ら
入
っ
て
き
た
生

物
の
こ
と
。
こ
の
う
ち
、
生
態
系
や
人

の
生
命
・
身
体
、
農
林
水
産
業
へ
被
害

を
及
ぼ
す
も
の
や
そ
の
恐
れ
が
あ
る
も

の
が
「
特
定
外
来
生
物
」
に
指
定
さ
れ
、

飼
育
や
輸
入
、
譲
渡
、
放
出
等
は
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す
。

　ア
カ
ミ
ミ
ガ
メ
と
ア
メ
リ
カ
ザ
リ
ガ

ニ
が
指
定
さ
れ
た
「
条
件
付
特
定
外
来

生
物
」
と
は
、特
定
外
来
生
物
の
う
ち
、

当
分
の
間
、
そ
の
規
制
の
一
部
が
か
か

ら
な
い
と
さ
れ
た
生
物
の
こ
と
。
手
続

き
な
し
で
で
き
る
行
為
は
▽
家
庭
で

ペ
ッ
ト
と
し
て
飼
育
す
る
▽
飼
育
を
目

的
に
捕
獲
す
る
▽
飼
え
な
く
な
っ
た
場

合
な
ど
は
、
責
任
を
持
っ
て
飼
え
る
人

に
無
償
で
譲
っ
た
り
、
譲
り
受
け
た
り

す
る―

で
す
。

野
外
に
放
さ
な
い
で

　飼
育
が
困
難
に
な
っ
た
か
ら
と
い
っ

て
池
や
川
に
放
す
こ
と
は
法
律
で
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す
。

　一
度
飼
い
始
め
た
ア
カ
ミ
ミ
ガ
メ
や

ア
メ
リ
カ
ザ
リ
ガ
ニ
は
、
最
期
ま
で
飼

う
こ
と
が
飼
い
主
の
責
任
で
す
。
責
任

を
持
っ
て
飼
育
し
て
く
だ
さ
い
。

環
境
コ
ラ
ム

考
え
よ
う
。
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と

１／アカミミガメの幼体
　（ミドリガメ）
２／アカミミガメ
３／アメリカザリガニ

出典：自然環境研究センター

市役所

７月の夏祭り。子どもたちも元気よく楽しんでいました

集
落
の
今
後
に
つ
い
て
勉
強
会
を
開
催

　志
賀
郷
地
区
北
西
部
、
福
知
山
市
と

舞
鶴
市
に
接
す
る
坊
口
。
令
和
４
年
８

月
に
水
源
の
里
集
落
に
指
定
さ
れ
ま
し

た
。
10
月
に
は
、
今
後
の
活
動
方
針
や

目
標
を
話
し
合
う
勉
強
会
を
実
施
。
▽

集
落
の
中
心
的
存
在
と
な
る
金
剛
寺

（
通
称
坊
口
の
観
音
様
）
の
文
化
伝
承

▽
花
見
会
や
夏
祭
り
で
の
地
域
交
流
の

継
続
▽
都
市
住
民
と
の
交
流
に
よ
る
活

性
化
▽
新
た
な
移
住
者
の
獲
得―

な
ど

に
つ
い
て
意
見
交
換
し
ま
し
た
。
住
民

が
主
体
と
な
っ
て
、
住
み
よ
い
ま
ち
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　代
表
の
坂
根
隆
志
さ
ん
は
「
高
齢
化

の
た
め
地
域
の
担
い
手
が
減
少
し
て
い

ま
す
。
移
住
者
の
獲
得
に
向
け
新
た
な

空
き
家
を
発
掘
し
て
い
き
た
い
」
と
話

し
ま
す
。

　平
成
26
年
に
家
族
で
移
住
し
た
内
山

泰
義
さ
ん
も
「
坊
口
の
魅
力
は
住
民
の

仲
の
良
さ
。
子
ど
も
が
も
っ
と
増
え
る

よ
う
、
地
域
と
一
緒
に
頑
張
っ
て
い
き

た
い
で
す
」
と
今
後
の
目
標
を
語
り
ま

し
た
。

水
源
の
里
・

　坊 
口

私
た
ち
の
心
の
ふ
る
さ

と
、あ
や
べ
水
源
の
里
。

そ
の
活
動
を
順
に
紹
介

し
な
が
ら
、
集
落
の
元

気
の
ヒ
ミ
ツ
や
日
々
を

楽
し
く
暮
ら
す
コ
ツ
を

探
り
ま
す
。

住民同士で勉強会を実施

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で

は
、
シ
リ
ー
ズ
で
人
権

に
関
す
る
情
報
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

寿命20～30年!
体長20㌢以上に!

水草を切り、
水質を悪化させます!

同じ、同様

両手の親指と人差し指を上
に向けて左右に並べ

今月の手話

２指の開閉を左右同じように２回繰り返す

　夏の山で見られる、イカルやキセキレイなどの
野鳥46種を紹介。個性豊かな生態を可愛らしい
イラストと文でつづった１冊です。

おすすめ
ポイント

図書館ほんでほんで通信mini図書館ほんでほんで通信mini

※電子図書館で読むことができます。詳しくは５面をご
　覧ください。
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なつのやまのとり
著者＝piro piro piccolo
出版社＝山と溪谷社

　立
ち
止
ま
っ
て
、
耳
を

澄
ま
せ
て
み
ま
せ
ん
か
？

出
か
け
る
楽
し
み
が
も
っ

と
広
が
り
ま
す
！

人権啓発グッズを配布しました

⑯
多
様
性
を
認
め
合
う
社
会
に

８
月
は
人
権
強
調
月
間

　京
都
人
権
啓
発
推
進
会
議
は
毎
年
８

月
を
「
人
権
強
調
月
間
」
と
定
め
、
あ

ら
ゆ
る
差
別
や
人
権
問
題
を
な
く
す
た

め
、
さ
ま
ざ
ま
な
啓
発
事
業
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　月
間
に
合
わ
せ
、
市
と
関
係
団
体
は

８
月
４
日
、
街
頭
啓
発
を
実
施
＝
写
真

下
。「
み
ん
な
で
創
る
人
権
の
ま
ち
・

綾
部
」
を
目
指
し
、
市
民
一
人
ひ
と
り

が
人
権
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
と
し
ま

し
た
。

多
様
性
を
尊
重
す
る

　多
様
性（
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
）と
は
、

集
団
の
中
で
年
齢
や
性
別
、
人
種
、
経

験
、
障
害
の
有
無
、
性
的
指
向
、
性
自

認
な
ど
が
異
な
る
さ
ま
ざ
ま
な
人
た
ち

が
共
に
存
在
す
る
こ
と
。
そ
の
個
性
を

互
い
に
認
め
合
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

　「普
通
は
○
○
だ
」「
男
（
女
）
は
こ

う
あ
る
べ
き
だ
」
と
い
う
決
め
付
け
や

押
し
付
け
を
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。「
自

分
と
違
う
」か
ら
と
い
っ
て
排
除
せ
ず
、

個
々
の
個
性
に
目
を
向
け
、
す
べ
て
の

人
が
心
豊
か
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
目
指

し
ま
し
ょ
う
。

シ
リ
ー
ズ
　人
権
を
考
え
る
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つながろう

手話
で

協力：京都府聴覚障害者協会綾部支部

すべての人が輝い
て生きられる世界
を目指す啓発ポス
ター

　
外
来
生
物
法
の
改
正
に
伴
い
、
通
称

「
ミ
ド
リ
ガ
メ
」
と
呼
ば
れ
る
ア
カ
ミ

ミ
ガ
メ
と
ア
メ
リ
カ
ザ
リ
ガ
ニ
が
、
６

月
１
日
か
ら
「
条
件
付
特
定
外
来
生
物
」

に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。（
記
事
Ｉ
Ｄ
３

４
９
７
）

条
件
付
特
定
外
来
生
物
っ
て
何
？

　外
来
生
物
と
は
、
本
来
生
息
し
て
い

な
か
っ
た
場
所
に
、
人
間
の
活
動
に

よ
っ
て
他
の
地
域
か
ら
入
っ
て
き
た
生

物
の
こ
と
。
こ
の
う
ち
、
生
態
系
や
人

の
生
命
・
身
体
、
農
林
水
産
業
へ
被
害

を
及
ぼ
す
も
の
や
そ
の
恐
れ
が
あ
る
も

の
が
「
特
定
外
来
生
物
」
に
指
定
さ
れ
、

飼
育
や
輸
入
、
譲
渡
、
放
出
等
は
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す
。

　ア
カ
ミ
ミ
ガ
メ
と
ア
メ
リ
カ
ザ
リ
ガ

ニ
が
指
定
さ
れ
た
「
条
件
付
特
定
外
来

生
物
」
と
は
、特
定
外
来
生
物
の
う
ち
、

当
分
の
間
、
そ
の
規
制
の
一
部
が
か
か

ら
な
い
と
さ
れ
た
生
物
の
こ
と
。
手
続

き
な
し
で
で
き
る
行
為
は
▽
家
庭
で

ペ
ッ
ト
と
し
て
飼
育
す
る
▽
飼
育
を
目

的
に
捕
獲
す
る
▽
飼
え
な
く
な
っ
た
場

合
な
ど
は
、
責
任
を
持
っ
て
飼
え
る
人

に
無
償
で
譲
っ
た
り
、
譲
り
受
け
た
り

す
る―

で
す
。

野
外
に
放
さ
な
い
で

　飼
育
が
困
難
に
な
っ
た
か
ら
と
い
っ

て
池
や
川
に
放
す
こ
と
は
法
律
で
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す
。

　一
度
飼
い
始
め
た
ア
カ
ミ
ミ
ガ
メ
や

ア
メ
リ
カ
ザ
リ
ガ
ニ
は
、
最
期
ま
で
飼

う
こ
と
が
飼
い
主
の
責
任
で
す
。
責
任

を
持
っ
て
飼
育
し
て
く
だ
さ
い
。

環
境
コ
ラ
ム

考
え
よ
う
。
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と

１／アカミミガメの幼体
　（ミドリガメ）
２／アカミミガメ
３／アメリカザリガニ

出典：自然環境研究センター
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